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1 はじめに

我々は分散制御照明システム（以下，知的照明システ

ム）の研究・開発を行っている 1) ．知的照明システム

は，執務者に最適な照度および色温度を提供することに

より，執務者の知的生産性を向上を実現するシステムで

ある．現在まで，都内を中心に複数箇所の実オフィスで

実証実験を行っており，その有用性を検証してきた．ま

た，2013年 5月に竣工された茅場町グリーンビルディ

ングに実用化第１号として 7，8階に知的照明が導入さ

れた 2) ．

茅場町グリーンビルディングは環境配慮型ビルであり，

光環境や空気環境を中心に複数の先端技術が導入されて

いる．茅場町グリーンビルディングではフロアごとに異

なる照明システムを採用しており，これらの照明システ

ムの有効性の検証や照明システム同士の比較を行う前段

階の研究として，これらの照明システムの稼働ログデー

タを処理し，自動で可視化するシステムを作成した．

2 茅場町グリーンビルディングの照明システ
ム

茅場町グリーンビルディングでは人感センサを用いた

照明システム，タスクアンビエント照明システム，知的

照明システム，環境配慮型照明システムの 4種類の照明

システムをそれぞれ別のフロアに導入している．これら

の照明システムは以下のようなシステムである．

• 人感センサを用いた照明システム
天井に設置した人感センサにより執務者の在・不在

を検知し，不在の場合はエリア単位での照明の消灯

や減光により省エネを図るシステム．

• タスクアンビエント照明システム
オフィス全体の明るさは天井照明（アンビエント照

明）で確保し，個々の執務者の卓上に必要な明るさ

をタスク照明で確保するシステム．

• 知的照明システム
卓上の照度センサを用い，執務者に最適な照度およ

び色温度を提供することにより，執務者の知的生産

性を向上を実現するシステム．

• 環境配慮型照明システム
人間の 1 日の生体サイクル（サーカティアンリズ

ム）に合わせ，時間帯により照度，色温度を変化さ

せるシステム．Fig. 1は環境配慮型次世代照明の調

光例である．執務前の 9時前には照度や色温度が低

く，執務開始後から日中は高照度，白色光に近い色

温度に，夕方以降には徐々に照度，色温度を低くす

る調光をシステムが行っている．
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Fig. 1 環境配慮型次世帯照明システムの調光例

3 照明システムにおける稼働ログデータ

それぞれの照明システムは照明の光度や照度センサの

照度，人感センサの在離席状態の値を稼働ログデータと

して出力する．

しかし，稼働ログデータは照明システムごとに異な

るフォーマットで出力されており，ログデータを可視化

するためにログフォーマットにあった処理を行う必要が

ある．

人感照明フロアやタスクアンビエント照明フロアの天

井照明の調光度や，調光のために天井に設置された照度

センサの照度に用いられるフォーマットは，Fig. 2のよ

うになる．また，タスクアンビエント照明フロアのタス

クライトの調光ログデータは Fig. 3のようになってい

る．さらに，ログフォーマットは計 5種類ありログデー

タの更新条件や更新間隔，ログの行数，列数，1行あた

りの照明やセンサの出力項目数などが異なっている．

Fig. 2のログフォーマットでは，1行に 1台の照明や

センサの出力値を出力，センサの値が変化をした際にロ

グが出力されるという特徴がある．
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Fig. 2 2階調光度ログデータ

Fig. 3 5階タスクライトログデータ

4 ログ解析可視化システムの概要

4.1 ログ解析可視化システムの概要

茅場町グリーンビルディングには，人感センサを用い

た照明システム，タスクアンビエント照明システム，知

的照明システム，および環境配慮型次世代照明システム

の 4種類の異なる照明システムが導入されている．これ

らの照明システムを分析することで，それぞれの照明シ

ステムのそれぞれの特徴を知ることができる．特に知的

照明システム，環境配慮型次世代照明システムについて

は，日本のテナントビルには茅場町グリーンビルディン

グにのみ導入されているシステムであり，茅場町グリー

ンビルディングの照明システムを分析することは必要で

ある．

これらの照明システムの特徴分析や照明システム間の

比較を行うためには，照明システムの稼働ログデータの

分析が有効である．ログデータの分析には，ログデータ

の可視化，特徴抽出などがあり，これらの作業を自動化

して行う前段階の研究としている．

本研究では，茅場町グリーンビルディングの照明シス

テム稼働ログデータの可視化を行うシステムを作成した．

4.2 処理手順

ログ解析可視化システムの処理手順を以下に示す．

1. ログ事前読み込み

2. ログ読み込み

3. ログ事前処理

4. ログ時間重複処理

5. ログ時間補完処理

6. 項目追加処理

7. Excelシートへ出力

8. ログ読み込み終了判定

9. グラフ作成

ログデータを 1行ずつ読み込みファイルフォーマット

に合わせ，処理をしながら Excelのワークシートに書き

込む．ワークシートはログデータの日付ごとに作成し，

1つのワークシートには 0時 00分～23時 59分まで 1

分ごとに出力を行う．1分毎といった等時間間隔でログ

データを処理することで，グラフ作成を容易に行うこと

ができ，またグラフ生成のために処理を行った Excelの

シートは．システム処理が終わった際にも残るため，1

分毎にどのような数値の偏移を確認することも可能で

ある．

ログデータによっては 1分毎に 1出力ではないログ

データがあり，同じ日時分に同じ照明やセンサからの出

力値がある場合にはログ時間重複処理，1分以上ログ出

力間隔が空いている場合には，ログ時間補完処理を行う．

4.3 可視化システムの効果

Fig. 4のグラフは可視化システムが生成したグラフの

出力例であり，環境配慮型次世代照明システムの照度ロ

グデータを出力したグラフである．Fig. 1と同様に時間

に合わせて照度が変化していることが確認できる．また，

本研究により異なる 5種類の茅場町グリーンビルディン

グ照明システムログデータを可視化することが可能と

なった．
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Fig. 4 次世代照明システム照度グラフ
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